
（別紙３）

～ 令和8年2月13日

（対象者数） 37名 （回答者数） 30名

～ 令和8年1月30日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・こすもす園を利用したい方を受け入れる。

・親子が一緒に参加する楽しさが味わえるよう、職員一人一

人のスキルを上げていく。

2

・交流会やおしゃべりタイムなど、機会があることを知らな

い方もいるため、何度も周知する。

・参加した保護者の感想などを掲示する。

・おしゃべりタイムや交流会の曜日を固定しないようにし、

いろいろな方に参加してもらえるようにする。

3

・悩みや相談を打ち明けてもいいと思っていただけるよう、

職員全員で施設の雰囲気を明るくしたり、楽しい療育を実施

する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・ファミリーサポートセンターの事業や一時保育を紹介し、

必要があれば説明をしたり、申請の仕方を知らせたりして登

録を勧奨する。

2

・訓練の頻度が減っても訓練士から聞き取ったことを普段の

療育に活かし、療育を充実させる。

3

・加配が付いていない子を受け入れることを理解していただ

く。

・加配が付いていても民間の児童発達支援事業所には通園で

きるため、子に合った施設を選択できるよう、情報を提供す

る。

○事業所名 犬山市児童発達支援事業実施施設こすもす園

○保護者評価実施期間
令和8年1月19日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・公立の保育園（子ども未来園）の加配が付いている子は利

用ができない。

。子ども未来園で加配の対象となっている子は、園で支援を

受けているため。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・兄弟も一緒に療育に参加することができない。

・兄弟の託児がない。

・子と一対一で向き合い、療育に集中してほしい。

・託児の子を見る人がいない。

・訓練が1～3ヶ月に1回の頻度しかない。 ・利用人数が増えると訓練の頻度が減る。

・親子通園施設であるため、親と子の愛着関係を深めること

ができる。

・触れ合い遊びや親子リズムなどを通して、親子で触れ合う

時間を多く持ち、我が子の可愛さが十分感じられるようにし

ている。

・保護者がホッとできる時間も大事であるため、親と子が分

離して活動する時間を確保する。

・保護者同士のつながりが持てる。（子育ての悩みを共有す

ることができる）

・保護者交流会やOBさんを招いて話を聞く機会を持ち、子育

てに関する情報交換ができるようにする。

・お弁当を持参した利用者には、食後に子が自由遊びをして

いる間に保護者同士がおしゃべりできる「おしゃべりタイ

ム」を週1回設けている。

・卒園後も親同士のつながりが続くように、OB会のための場

所を提供している。

・職員と保護者との距離が近く、保護者の悩みや相談にすぐ

に対応できる。

・保護者には積極的に声を掛け、悩みを打ち明けられるよう

な時間や空間を作る。

・療育相談員等に相談できることを知らせたり、必要な機関

につなげる。

・保護者の悩みにどのように対応していくといいかを一緒に

考え、提案する。

事業所における自己評価総括表公表


